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第7回 ア ジア 太平洋 ろ う者 競技大会帯同報告

○平田 昂大
n、中島 幸則

：〕

　D 医療法人 社 団紺整会 船 橋整形外科病 院 ア ス レテ ィ ッ ク ト

　　 レ ーニ ン グ部

　2）国立大学法人 筑波技術 大学 障害者基礎教育研 究部 聴覚障

　　 害教 育実践部 門

【背 景1今回、2012年5月26 日か ら6月2 日 に 大韓民 国 の ソ ウ ル

にて 開催 された第7回 ア ジア太平洋 ろ う者競技大会、自転 車競技

（ロ
ー

ドレ
ー

ス ）日本代表チ
ーム （以下、自転車チ

ーム ）の コ ン デ ィ

シ ョ ニ ン グサ ポートを行 うた め、ア ス レ テ ィ ッ ク トレ ーナー （以

下、AT ）と して 帯同を行う機会を得た 。 本大会 は公式 15競技、
エ キ シ ビ シ ョ ン 1競技 に、25の 国 と地域 か ら 1246名 の 選手 が 参

加 し た。日本選手 団は ス タ ッ フ を合わせ 196名が 参加 した。自転

車チ
ー

ム は今大会か ら専任AT が 設置され た 。 今回は この 経験を

もと に、デ フ ス ポ
t

ッ と今大会 に お ける AT の 役割 に つ い て 報告

する。
【対象 と方法】 自転車 チーム は、選手 5名、監督 1名、マ ネ

ー
ジ ャ

ー

2名、薬 剤師 1名、マ ッ サ
ー

ジ師 1名、メ カ ニ ッ ク 1名、食事 サ ポ
ー

ト1名、AT1 名 の 計 8名 で 構 成 さ れ た 。
　AT 帯 同期 間は 2012年 3

月の 練習会 か ら6月の 大会終 了まで で あ る。練習会 か ら選 手お よ

び他の ス タ ッ フ と連絡、連携 をとり、AT と して コ ン デ ィ シ ョ ニ

ン グ、傷 害予 防の 実施 お よ び その 役割説 明 を 十分 に 行 い なが ら

サ ボ
ー

トを行 っ た。大会時 は、ホ テ ル の 自室 を ト レ ー
ナ
ール ー

ム と して 設置 し、傷害相談お よ び コ ン デ ィ シ ョ ニ ン グ 指導 を行 っ

た。また、練 習 お よ び 競 技 中 に は 選 手 の コ ン デ ィ シ ョ ニ ン グ 指

導と急 性外 傷対応 を行 っ た。
【結果】競 技成 績は 自転車 競技 4種 目すべ て の レ ース で 入賞 を果

た し た。傷 害 相 談 お よび コ ン デ ィ シ ョ ニ ン グ 指導 の 結果 は、ス

トレ ッ チ ン グ 22件、ア イ シ ン グ3件、トレ ーニ ン グ指導 5件 で あ

り、マ ッ サ
ージ師に よ る対応 は 8件で あっ た。また、内科 医 へ の

診 察 を促 した 例が 1件で あっ た。
【結語】自転車チーム に お い て 専任 AT の 帯同 は 今回が初 め て で

あ っ た 。 聴覚障害者は 健聴者に比 較 し情報を入手する 手段 が 少

な く、選手 の 多 くは セ ル フ ケア に 対 す る認識 が不十分 で あ っ た。
今後 もAT に よ る継 続 的 な サ ポ

ー
トが 選 手 教 育、競 技 力 向上 に 重

要 で ある と考 えられ る 。

ア ン プテ ィサ ッ カ
ー

ワ
ー

ル ドカ ッ プロ シア 大会帯 同報告

○ 坂 光 徹彦
U2 ，、木村 浩彰

1／

、三 上 幸 夫
1／

、平 田 和彦
））

、
　杉野 正 幸

zl

　 1）広 島大学病院 診療支援部 リハ ビ リテ
ー

シ ョ ン 部 門

　 2） 日本 ア ン プ テ ィ サ ッ カ
ー
協会

【は じめ に 】近年、様々 な障害者ス ポ
ー

ツ が 各地域で広 く行 わ れ、
理 学療法 士が 関 わ る こ と も少 しずつ 増 えて い る 。今 回、2012 年

ロ シ ア で 開催 され た ア ン プテ ィ サ ッ カ
ー

ワ
ール ドカ ッ プ に 日本

代表の トレ ー
ナ
ーとして 帯同す る機会 を得 た 。

　 ア ン プ テ ィ サ ッ カ
ー

は 主 に 上 肢 ・
下 肢切 断者 が 義肢 な し で ブ

レ ーす る サ ッ カ ーで あ り、日本 で は 2010年第8 回 ワ
ール ドカ ッ

プア ル ゼ ン チ ン 大会へ の 出場 を期 に 日本 ア ン プ テ ィ サ ッ カー協

会 （JAFA）が設立 され、国際 ア ン プテ ィサ ッ カー連盟 （WAFF 〕

に は現 在 25 ヶ 国 以上が 加盟 して い る。高価 な 専用 器 具 を使 わ ず

気 軽 に プ レ
ー

で き る た め、経 済的 に 恵 ま れ な い 国 々 で も受 け入

れられ易 く、急速 に 広 ま りつ つ ある障害者ス ポー
ツ で ある 。

【目的 】これ まで 日本代表 チ
ー

ム の 国際大会 にお ける報告 は な く、
準備 か ら大 会期 間 中の 傷 害発 生状 況、メ デ ィ カ ル サ ポ

ー
トの 内

容を報告す る こ と を 目的 と した 。

【方法】ア ン プ テ ィ サ ッ カ
ー

日本代 表の 平均年齢 33、5± 9．7歳 の 選

手 13名 を対 象 に ワ
ール ドカ ッ プ 大 会 期 間 中 の 20ユ2年 10月5 日か

ら 2012年 10月 14日まで の 傷害発 生 件数、傷害部 位、治療内容 を

記録 し、傷害特性 を把握す る とともに 今後の 課 題 を検討 した。本

報告 に 際 し、選手 お よ び ス タ ッ フ に本報 告 の 主 旨や 内容 に 関 し

て 十 分 に説明 を行 っ た 上 で 同 意 を得 た 。

【結果】大 会前 よ り問診票 に よ っ て 選手 の 状態 を把握 し、時差対

策な どの 資料を用 い て コ ン デ ィ シ ョ ニ ン グ の ア ドバ イス を行 っ

た。大会期 間 中の 傷 害発 生 は上 肢 31％ 、体幹 17％ 、下肢 53％ と

な り、治療内容 と して は 亡ap 正ng 、　icing、　massage が 主 な内容 と な っ

た 。

【考 察】健常 者 の サ ッ カ ーで は 下 肢 の 傷害 が 7〜8割 を占め る と

す る報告が 多い が 、ア ン プ テ ィ サ ッ カ
ー

に お い て は 上 肢 の 傷 害

の 割 合が増 え るこ とが わか っ た。そ れ は両手 に杖 を持 っ て 行 う

ス ポー
ッ で あ る か ら と考え ら れ る が、そ の こ とに よ り健常者の

サ ッ カーとは 異 なる ス ポー
ッ と捉 えて 独 自に 競技 特性 を把 握す

る必要があ る だろ う。

ドイ ツ にお け る障害者の 地 域ス ポーツ指導者養成制度と活用 シ

ス テ 厶

0 奥 田 睦子

　金沢 大 学

【目 的】本研 究 で は、地域 ス ポ
ー

ツ ク ラ ブ へ の 障害者の 参加 に 際

し、医療保 険が 適用 され る し くみ を持 つ ドイ ツ に お い て 、それ

を可 能 に して い る 指導者養 成制 度 とそ の 活用 シス テ ム を明 ら か

にす る こ と を 目的 と した 。

【方法】訪独 に よ る 関係 者へ の ヒ ア リ ン グ、現 地 で 収集 した資料、
ドイ ッ 障 害 者 ス ポ

ー
ッ 連 盟 公 式 HP を基 に情 報 を整 理 した 。

【結果】 ドイ ツで は、障害者の 地域 ス ボー
ツ ク ラ ブに お けるス ポー

ツ 教室 へ の 参加 に 際 して、リハ ビ リ テ
ー

シ ョ ン ス ポ
ー

ツ 指導者

か ら指導 を 受 け る こ とで 医 療保 険の 適用が 可 能 と な る こ とか ら、
地域 ス ポー

ッ ク ラ ブで は、リハ ビ リ テ
ーシ ョ ン ス ポ

ー
ッ 指導者

が 指導にあ た っ て い る 。 リハ ビ リテ
ー

シ ョ ン ス ポ
ー

ツ 指 導者養

成 カ リキ ュ ラ ム で は、障害 や 障 害 を持 っ た 人の ス ポ ー
ッ に つ い

て 基礎的 な知識を90単位学ん だ後、専門的な 学習段階 〔90− 120
単位 〉は、疾患 ・障害 ご と に 6つ に 区分 され て い る。6つ の 区分

とは、整形外科系 （癌、脊髄損傷、変形性関 節症、人 工 関節、切

断 等 ）、内 科 系 （心 臓
一
循環器系疾患 、糖尿病、喘息一ア レル ギー

等 ）、感 覚系 （聴覚 障 害、視覚 障害等 ）、神 経系 （二 分脊 椎、小

児麻痺、多発性硬化 症、脳 性 運動 障害等 ）、知的 障 害 （注 意欠 陥

障害、学習障害、知 的障害等 ）、精神 障害 （自閉症 ス ペ ク トラ ム 、
発作性疾患、統合失調 症、依存症、パ ー

ソナ リテ ィ
ー障害等）で

あ る 。 専門 領域 の 分化 と共に、罹患者が 多い が ん や 糖尿 病等の

疾 病 に も対 応 して お り、様 々 な障害や 疾病 に 開かれた もの と な っ

て い る 。 また、 医師の もとに は、どの ク ラ ブ で何 の 指導が で き
る 指導者 が い る の かが わ か る リ ス トが 州 障害 者ス ポーツ 連 盟か

ら送 られ て お り、医師 が リハ ビ リ テ
ー

シ ョ ン ス ポ
ー

ツ の 処 方箋

を 渡す 際 に、障害者 の 身近 な 地域 で 専 門的 な指 導が 受 け られ る

ク ラ ブ も紹介 で きる シ ス テ ム を有 して い る。地域 に おけ る 障害

者 ス ポ
ー

ツ 参 加 の 推進 に は、人 ・もの ・金 ・情 報 等 の マ ネ ジ メ

ン トの 視 点の 重 要 さが うかが わ れ た。

ア ダプテ ッ ド体 育 ・ス ポ ーツ国 際 ワーク シ ョ ッ プの 成果 と課題

○安井 友康
1：、山本 理人

t／、奥 田 知靖
2，、大山 祐太

2／、
　近 藤 尚也

3）
、谷 口 広明

3 剛

、加藤 琢也
S〕、中道 莉 央
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　 1）北海道 教育大学札幌校

　2）北海道教育大学岩見沢校

　 3〕札幌 あゆ み の 圃

　4）北海道美 唄養護学校

　 5）北海道教 育大学附属特別支援学校

【目的 】ア ダ プ テ ッ ドス ポ
ー

ツ に 関す る 地域の 理解 と実践 を広 め

る こ とを 目的 に 実施 され た 「ア ダ プテ ッ ド体育 ・ス ポ
ー

ツ 国際

ワ
ー

ク シ ョ ッ プ in北 海 道」 に つ い て 、そ の 開催 と準 備 の 経 緯、

（25＞25
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プ ロ グ ラ ム 内容 な どに つ い て 報告 する と と もに そ の 成 果 と課題

に つ い て 検討 する 。
【実施経 緯1本 ワ

ー
ク シ ョ ッ プ は 、平成 25年8月23 円か ら26 日

に 北海道 の 千 歳川、札 幌、夕張 な ど を会場 に 、ス ポ
ー

ッ 活動 の

実 践 体 験 とパ ネル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン な ど を 組 み合 わ せ て 実施 さ

れ た e 内外 か ら、計 40名 あ ま りが 参加 し、地 域 の 特性 を 生 か し

た ア ダ プテ ソ ドス ポ
ー

ッ の 実施や 支援方 法 に つ い て、カ ヌ
ーな

どの 体．験 を通 して 検討 し た。さ ら に パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン で

は 、次世 代 の ア ス リ
ー

ト育 成 に お け る 課 題 や 、地 域 に お ける ス

ポ
ー

ツ 参加 に対 する展 望な ど につ い て討論が 行 わ れ た 。

【成 果 と課題】 参加者 や運営 者の 感想 や 意見 か らは、プ ロ グ ラ ム

1村容 に対 す る 評価 す る 声が 聞 か れ た。ま た 今 後、ア ダ プ テ ッ ド

体 育 ・ス ポー
ツ に 関す る地域実 践 を進め る に あた っ て 、検討 す

べ きノ ウ ハ ウ の 蓄積が 図 ら れ た。一方で 、海外 か らの 参加 は ほ

とん ど な く、また 北海道 外 か らの 参加 者 も少 な か っ た。ワ
ー

ク

シ ョ ッ プを実施する にあた っ て は、広報などの 課題 とともに、参

加 者の ニ
ーズや 状 況 に 合 わ せ た プ ロ グ ラ ム を検討 す る必 要が あ

る こ とが うか が われ た。

障が い 者 スポー
ツ に関 す る 新 聞報道の 変遷

一パ ラ リン ピッ クの 新 聞報道 に着 目して
一

○ 山 ド勝也
］’
、藤 田 紀昭

Z／

　1）同志社 大学 ス ポ
ー

ッ 健康科学研 究科

　2）同志 社大学 ス ポ
ー

ッ 健康科学部

か に す る こ と で、障 が い 者 ス ポ
ー

ツ 普及 の た め の 基礎 資料 を得

る 事。
【方法】各大会 にお い て 、オ リン ピ ッ ク とパ ラ リ ン ピ ッ ク 両大会

の 新 聞記事 の 形式分 析 と、内容分析 を行 う。 分析 対象紙 は発 行

部 数 ・購読者数 が 上 位 3位で ある朝 日新聞、読売新 聞、毎 日新聞

の 3紙の 朝刊 を対象 とす る。記事 の 変 遷 の把 握の た め に は、過 去

の 両大 会の 記 事 を対 象 と し、現状 の 把握 の ため に は、2012年 に

開催 され た ロ ン ドン オ リ ン ピッ ク、パ ラ リン ピ ッ ク を対象 とし、
分析 を 行 う。記事 は 大会開催期 間の 前後 lEIずつ を含め た期 間の

み を対象とする 。 分析の 方法と して は、形式分析 と内容分析 に

加 え、背 景の 把 握 を行 う。形式分析 は対象 とな る 記事の 数量、掲

載 別 紙面 の 分 類 を行 う。内容分析 は、対 象 と なる 記事 を内容 ご

とに カ テ ゴ リ
ー

に分類 しま と め、分析を行う。

【結 果】1996年 ア トラ ン タ 大 会で は 合計 で 8件の 記事 数 し か 存在

しな か っ た が、1998年 の 長 野大 会 で は合 計で 155件 の記 事 が 存在

した。また、1998年長 野大 会以前 は 記事 が 掲載 され る 紙面 に 関

して 、ス ポ
ー

ツ 面 と社 会面 が ほぼ 同 数 か仕会 面の 方が 多 い とい

う結 果 が得 られ たが 、2000 年の シ ドニ ー大会 以 降で は、2006年
の トリ ノ 大会 を除 き、杜会 面 よ り もス ポー

ツ面 に 掲載 さ れ る 割

合 が 高 い と い う結 果 が 得 られ た 。 2012 年 ロ ン ド ン 大会で は、
74．7％の 記 事が ス ポ

ー
ツ 面 に掲載 さ れ た。

【考 察】以 前 は パ ラ リ ン ピ ッ ク の 報 道 が 社 会面 に 多 く掲載 さ れ て

い たが、近年 に な る に つ れ て ス ポーツ 面 で の 報 道が 増 加傾 向に

あ る 。
こ の こ とは、障 が い 者 ス ポ

ー
ツ の 捉 え方 が リハ ビ リの

一
環・

福祉 と して の 視 点か らス ポーツ の 視 点へ と変化 して きて い る の

で はない か。

【目的】障が い 者ス ポ
ー

ツ に 関する新聞報道の 変遷 と特徴を明 ら
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